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鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務プロポーザル実施要領 

 

１ 趣旨 

この実施要領は、鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務（以下「本業務」という。）の委託に

当たり、公募型プロポーザル方式による評価を行い、最も優れた提案を行った提案者を本業

務の契約を締結する候補となる事業者（以下「受注候補者」という。）として選定するために

必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 業務概要 

地域農業の持続的な発展及び遊休農地の解消を図るため、企業の農業事業拡大及び農業参

入に向けた本市への誘致を行うに当たり必要な、「誘致対象エリア」や「誘致方針」等の作成

及び提案を行い、本市の農業参入企業誘致の支援を行う。 

 

３ 基本条件 

(1) 業務の名称 

鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務 

(2) 業務期間 

契約締結日から令和９年３月３１日（水）まで 

(3) 業務内容 

別紙「鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務仕様書」のとおり。ただし、提案内容等を踏

まえて委託料の範囲内で変更する場合がある。 

 (4) 選定方法 

   地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の規定に基づく随意契約を前提とした

公募型プロポーザル方式により、本件に係るプロポーザル選定委員会を設置し、随意契約

の候補者を選定する。 

 (5) 公募方法 

   鶴ヶ島市公式ホームページ（https://www.city.tsurugashima.lg.jp/）に実施要領等を

掲載し、提案を公募する。 

 (6) 提案上限額 

   ５,６９１,４００円（消費税及び地方消費税を含む） 

※ 提案上限額は契約金額を示すものではない。 

※ 提案上限額を超えた提案は「失格」とし、提案内容の評価は行わない。 

 

４ 参加資格 

(1) 本市から指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。 

(2) 会社更生法(平成 14年法律第 154号)に基づき更生手続開始の申立て（同法附則第２条

の規定によりなお従前の例によることとされる更生事件に係るものを含む｡）がなされ

ている者でないこと｡ 
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(3) 民事再生法(平成１１年法律第２２５号)に基づき再生手続開始の申立てがなされてい

る者でないこと｡ 

(4) 破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく破産手続開始の申立てがなされている者で

ないこと。 

(5) 経営の状況又は信用度が極度に悪化していない者であり、適正な契約の遂行が確保さ

れる者であること。 

(6) 他の地方公共団体において、過去５年以内に本業務と同等以上の業務を受注し、完了し

た実績を有していること。 

(7) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者で

あること。 

(8) 政治団体、宗教団体又はそれに類する団体でないこと。 

(9) 国税、地方税を滞納していない者であること。 

(10) 鶴ヶ島市暴力団排除条例（平成２４年条例第２５号）に該当しない者。 

 

５ スケジュール 

本業務の受注候補者の選定は、次のスケジュールのとおり行う。なお、№５の書類審査は、

提案者がおおむね４者以下の場合は実施せず、全ての事業者を一次審査通過者として決定す

る。 

また、提案者が１者であった場合においてもプレゼンテーションを実施するものとする。 

№ 項目 日時 

１ 実施要領等の公表 令和８年７月７日（火） 

２ 質問事項の受付 令和８年７月１５日（水）１７時００分まで 

３ 質問に対する回答 令和８年７月２１日（火） 

４ 提案書の提出 令和８年８月６日（木）１７時００分まで 

５ 書類審査結果の通知 

（プレゼン日程を併せて通知） 

令和８年８月１４日（金） 

６ プレゼンテーション 令和８年８月２６日（水） 

７ 選定結果の通知 令和８年９月上旬（市ホームページにて公表予定） 

   

６ 提案書作成に関する質問及び回答 

 (1)質問及び回答 

ア 提出書類 

質問書（様式第１号） 

イ 受付方法 

電子メールにより行うこととし、電話又は窓口での質問は受け付けない。 

電子メールの件名は「【事業者名】プロポーザルに係る質問事項」とし、担当者の氏名

及び連絡先を明記すること。なお、質疑が複数回にならないよう可能な限りまとめて提

出すること。 

ウ 受付期限 

令和８年７月１５日（水）１７時００分まで 
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エ 質問事項に対する回答 

寄せられた質問に対する回答は、７月２１日（火）に本市ホームページへ掲載するこ

とにより行う。 

(2) 提案書の提出 

ア 提出書類 

【参加申込関係】 

 （ア）参加申込書（様式第２号） 

 （イ）会社概要調書（様式第３号）※会社案内（パンフレット）を１部添付すること 

 （ウ）類似業務実績調書（様式第４号） 

【提案関係】 

 （エ）提案内容書（任意様式） 

７－(２)評価基準の項目を盛り込んだ提案とすること。 

   ※日本工業規格Ａ４判で作成し、目次及びページ番号を付与すること。 

※目次を含めず、片面換算で４０枚程度を目安とすること。 

   （オ）実施計画書（任意様式） 

     ※日本工業規格 A３判で作成し片面換算で４ページ以内を目安とすること。 

     ※本業務の実施手順、工程のほか、業務進捗管理や連絡体制等のプロジェクト管理

の考え方及び仕様において本市が関与する部分について記載すること。 

   （カ）実施体制調書（様式第５号） 

   （キ）見積書 

     ※見積金額は、仕様書の業務内容に応じて、体制等を含め、できる限り積算内訳 

（単価及び工数等）が分かるように作成すること。 

     ※見積書は、消費税及び地方消費税を含まない金額で作成し、「消費税及び地方消

費税は別途加算する。」旨を記載すること。 

（ク）法人税、消費税及び地方消費税に係る納税証明書 

イ 提出部数 

（ア）紙媒体   ６部 

（イ）電子媒体  １部（DVD-R、USBメモリ、又は本市が指定する方法による） 

ウ 提出期限及び提出方法 

令和８年８月６日（木）１７時００分までに、直接持参又は郵送にて提出すること。

（郵送の場合は提出期限までに必着） 

  エ 提案にかかる費用 

    提案にかかる費用は、全て提案者の負担とする。 

(3)プレゼンテーション 

① 実施日及び会場 

令和８年８月２６日（水）に、鶴ヶ島市役所において実施する。なお、時間、会場等

の詳細は、別途通知する。 

② 参加者 

３名までとし、本業務を受注した場合の主担当者が行うこと。 

③ 所要時間 
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各提案者５０分程度（説明３０分以内、質疑応答２０分程度）とする。 

④ 実施内容 

事前に提出する提案書の内容に基づいてプレゼンテーションを行うこと。 

なお、パワーポイント等のプレゼンテーションソフトを使用する場合は、提案者がパ

ソコン及び説明用データを用意すること。（プロジェクター及びスクリーンは市が用意

する。） 

 

７ 評価に関する事項 

(1) 評価者 

本プロポーザルの評価は、「鶴ヶ島市農業参入企業誘致支援業務選定委員会」にて行う。 

(2) 評価基準 

評価項目、関係書類、評価事項、配点については以下の表のとおりとする。 

No 評価項目 関係書類 評価事項（提案書記載事項） 
配点 
(満点) 

１ 業務実績 
類似業務
実績調書 

・類似業務実績調書による。 
実施している業務の数に応じて順位を決める。 

５ 

２ 実施体制 
実施体制
調書 

・実施体制調書による。 ５ 

３ 実施計画 
実施計画

書 
・実施計画書による。 ５ 

４ 
提案書の

内容 

仕様書 

４-(1) 

誘致対象候補エリアの絞り込み 

・提案者が過去に実施した誘致対象候補エリアの絞

り込みから農業参入企業誘致につながった事例につ

いて、その成功要因を分析した結果を具体的に記載

すること。（５点） 

・誘致対象候補エリアの絞り込みに当たり、どのよ

うな条件を整理・分析し、どのような点に留意して

手法を構築したかについて具体的に記載すること。

（１０点） ４５ 

仕様書 

４-(2) 

地域との合意形成 

・提案者が過去に誘致対象エリアを指定した際に、

困難であった事例や粘り強く交渉した事例について

記載し、その解決をどのように図ったかを具体的に

記載すること。（１０点） 

・誘致対象エリアの状況から、農業企業が参入する

際における課題や懸念事項について、解決策ととも

に記載すること。（５点） 



5 

 

仕様書 

４-(3) 

将来像 

・提案者が手掛けた事例において、地域に還元され

た利益（収益）及び地域への効果の内容（雇用創出、

農地保全等）並びにその算出根拠を具体的かつ客観

的に記載すること。（５点） 

・現時点で入手可能な資料に基づき、本市の現状及

び課題を踏まえた農業法人誘致の方針及び候補エリ

アの活用方策（概要案）を記載すること。 

あわせて、契約締結後において、これらの方針及び

方策を具体化・確定するために実施する作業内容及

び進め方について記載すること。（１０点） 

５ 費用面 見積書 

比較のため次の想定数量で行うこと 

・候補エリアの絞り込み ５地区 

・地権者への調査 ６００件 

２０点×（最低価格÷提案価格） 

２０ 

６ 説明力 

プレゼン

テーショ

ン 

・提案書類との整合性 

・知識・経験に裏付けられる説明 

・質疑への対応力 

・住民対応力   

２０ 

 

 【一次審査】 

提案者全てに対して提案書に基づき、合計８０点満点で評価・採点を行い、その結果に

よりおおむね上位４者を一次審査通過者として選定する。 

なお、一次審査における評価は、プレゼンテーションを除く提案内容の適否及び優劣を

判定し二次審査選抜のため行うものであり、最終評価は二次審査において行う。 

また、提案者が少数（おおむね４者以下のとき）の場合は、提案書による一次審査を実

施せず、全ての事業者を一次審査通過とする。 

 【二次審査】 

   一次審査通過者を対象として、プレゼンテーション及び質疑応答を実施し、その内容並

びに一次審査の評価項目に基づく内容確認を踏まえ、提案内容、説明能力及び質疑応答へ

の対応等を総合的に評価・採点（合計１００点満点）するものとする。なお、最終的な受

注候補者の選定は、二次審査の評価結果に基づき行うものとする。 

※ 提案者が１事業者になった場合でも評価を行い、評価点が最低基準点（６０点）以

上であれば受注候補者として決定する。 

 (3) 提案者の失格事項 

  以下の事項に該当した場合は失格とし、審査を行わないものとする。 

・提出書類に虚偽の内容が記載されていた場合 

・企画提案書に記載された技術者等が不足し、当該業務を遂行できないことが明確な場

合 

・本業務手続において、不正行為が行われた場合 
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・提出期限までに所定の書類を提出しなかった場合 

・審査結果の発表までに本要領に定める参加資格に該当しなくなった場合 

・その他「実施要領」の諸条件に違反した場合 

 

８ 選定結果の通知及び契約 

(1) 結果の通知 

選定の結果は、本市ホームページへの公表をもって各提案者への通知に代えるものとす

る。 

(2) 契約 

市は、受注候補者と契約条件及び委託業務内容を協議し、両者合意の上、地方自治法施行

令第１６７条の２第１項第２号の規定に基づく随意契約により本業務の契約を締結する。 

なお、協議の結果、受注候補者との合意に至らず契約締結ができない場合は、次点の提案

者と協議を行う。 

 

９ その他の注意事項 

（1） 本プロポーザルの参加に要する経費は、全て提案者の負担とする。 

(2) 提出書類は返却しない。 

(3) 提出書類は本プロポーザル以外の目的には使用しない。ただし、本市は、本件に係る報

告、説明、公表などのために必要な場合は、提出書類の内容を無償で使用できるものと

する。また、情報公開請求があった場合は、鶴ヶ島市情報公開条例（平成１４年条例第

１８号）に基づき、提出書類を公開する場合があるので、了承の上、提案すること。 

(4) 提案書の提出後に本プロポーザルへの参加を辞退する場合は、書面（任意様式）で直接

持参、郵送又は電子メールにより申し出ること。 

(5) 提案書の提出後の追加及び変更は認めない。ただし、本市が必要と認めた場合はこの限

りではない。 

 

10 提出及び連絡先 

  〒350-2292 

  埼玉県鶴ヶ島市大字三ツ木 16番地１ 

  鶴ヶ島市 市民生活部 産業振興課（農政担当：横谷・吉野） 

  電 話：049-271-1111（内線 233） 

  e-mail：10400110@city.tsurugashima.lg.jp 
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